




Student disaster volunteer activities in situations where there is concern about  
infection with COVID-19
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の減少，バイト減少による収入の減少，貴重な時
間でボランティアを行う価値を共有しておくこと
が問われる。
最後に，本稿において，災害ボランティア活動の災
害時・日常時の蓄積が，予測される南海トラフ地震の
災害ボランティア活動において，生きる視点が複数あ
ることが確認できた。
和歌山大学災害ボランティアステーション設立後の
運営・活動の実装に向けて研究の課題は，さらに災害
ボランティア活動の条件等を明確にした比較や他大学
や参加学生のデータの収集が必要である。事例を増や
し，得られる知見を増やすことが必要である。
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